
ユニバーサル・ピア 会則 

（名称） 

第 1 条 本会は、「ユニバーサル・ピア」と称する。 

 

（事務所） 

第 2 条 本会の事務所は、代表宅とする。 

 

（目的） 

第 3 条 本会は「みんなの笑顔を大切に、共に生きやすい社会を目指して」をモット

ーに障がいの有無に関わらず交流できる場づくりや相互理解の場等を提供す

る。 

 

（活動・事業の種類） 

第 4 条 本会は、第 3 条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

   （1）障がいのある人の社会参加、自立及び自己実現を支援する事業 

   （2）障がいの有無に関わらず相互理解及び交流を促進する事業 

   （3）福祉教育及び障がい理解の普及啓発に関する事業 

   （4）支援者、ボランティア及び地域福祉活動を担う人材の育成に関する事業 

   （5）スポーツ、文化、余暇活動等を通じた社会参加を推進する事業 

   （6）その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

 

（会員） 

第 5 条 本会の会員は次のものとする。 

   （1）正会員 本会の目的に賛同し、本会の活動に参加する者 

   （2）賛助会員 本会の目的に賛同し、本会の活動を支援する者 

 

（入会） 

第 6 条 本会へ入会を希望する者は、代表に申し出ることとする。 

     



（会費） 

第 7 条 本会の入会金及び年会費は、総会の議決により別に定める。 

 

（退会） 

第 8 条 会員は、代表に届け出ることにより、任意に退会することができる。 

    2 会員が死亡し、又は本会の目的に著しく反する行為を行った場合は、退会 

      したものとみなすことができる。 

 

（役員） 

第 9 条 本会に次の役員を置く。 

(1）  代表  1 名 

   (2)  副代表  1 名 

    (3)  会計   1 名 

  (4) 会計監査 1 名 

  2 第 1 項に定める役員は、会員の互選により選出する。 

        3 役員の任期は、2 年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

（職務） 

第 10 条 1 代表は、本会を代表し、その業務を統括する。 

     2 副代表は、代表を補佐し、代表に事故があるとき又は代表が欠けたとき        

は、その職務を代行する。 

         3 会計は、本会の会計事務を担当する。 

         4 会計監査は、会計及び業務執行の状況を監査し、その結果を総会に報告

する。 

      5 役員の職務に関し必要な事項は、役員会において別に定める。 

 

（解任） 

第 11 条 役員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決により解任するこ    

とができる。 



        1 心身の故障等により、職務の遂行が困難と認められるとき。 

          2 本会の名誉を著しく傷つけ、又は本会の目的に反する行為を行ったと 

き。 

       3 その他、役員として適当でないと認められるとき。 

(総会） 

第 12 条 本会の総会は、会員を持って構成し、年 1 回開催するものとする。ただ                 

         し、必要があるときは臨時に開催できるものとする。 

    2  総会は、以下の事項について議決する。 

      （1）事業報告及び収支決算 

（2）事業計画及び予算 

       (3) 解散及び合併 

（4）会則の変更 

（5）役員の選任及び解任 

（6）その他会の運営に関する重要事項 

   3 総会は、正会員の過半数の出席がなければ、開会することができない。 

 

（議事録） 

第 13 条 総会の議事については、議事録を作成し、保管するものとする。 

 

（役員会） 

第 14 条 役員会は、役員を持って構成する。ただし、会計監査は除く。 

       2 役員会は、総会の議決した事項の執行に関する事項及びその他総会の議決を

要しない業務の執行に関し、議決する。 

 

（事業報告書及び決算） 

第 15 条 代表は、毎事業年度終了後 2か月以内に事業報告書及び収支決算書を作成  

     し、総会の承認を得るものとする。 

 

（事業年度） 

第 16 条 本会の事業年度は、4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日までとする。 



 

（委任） 

第 17 条 この会則に定めのない事項は、総会の議決を経て、代表が別に定める。 

 

（変更） 

第 18 条 この会則は，総会において、出席者の 3 分の 2 以上の承認がなければ変更

できない。 

 

（剰余金の分配） 

第 19 条 本会は、剰余金の分配を行わない。 

（残余財産の帰属） 

第 20 条 本会が解散（合併又は破産手続開始の決定による解散を除く。）したときに 

    残存する財産は、総会の議決を経て、国または地方公共団体に譲渡するもの 

    とする。 

附則 

１ この会則は、2018 年 4 月 1 日から施行する。 

2 2026 年 6 月 1 日 一部改正 

3 改正後の会則は、2026 年 6 月 1 日から施行する。 

 


